
３月の行事予定
日 曜 行 事

1 日
2 月
3 火
4 水 学校内販売日

5 木 公立高校中期選抜事前指導 部活動停止

6 金 公立高校中期選抜検査 カウンセリングの日

7 土
8 日
9 月 3年スポーツ大会 生徒会委員会（1･2年）

10 火 ３年生を送る会 3年性教育 公立中期選抜追検査
11 水 1年性教育 シェイクアウト訓練

12 木 卒業式予行・準備 部活動停止

13 金 第41回卒業証書授与式 部活動停止

14 土
15 日
16 月 1･2年スポーツ大会 2年性教育 部活動停止

17 火 公立高校中期選抜合格発表 給食予約〆切

18 水 公立高校後期選抜願書受付

カウンセラーと「話しませんか？」

19 木 令和7年度修了式

20 金 春分の日

21 土
22 日
23 月 春季休業開始 転退職者H.P.掲載（１2：0０～）

24 火 公立高校後期選抜検査

25 水 公立高校通信制願書受付（～26日）

26 木 公立高校後期選抜合格発表

27 金
28 土
29 日
30 月 離任式（１0：3０～）

31 火
４月の予定
４/8 着任式・始業式
４/9 入学式
＊３月２４日の転退職者掲載については、
H.Pと併せて「すぐーる」でも送信いた
します。

全員が 違っていいな
そんな世界 松尾小6年

陸上 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 男子ﾊﾞﾚｰ

松中 2025
令和7（2025）年度もあと一 月です。

ひとつき

今年度を振り返ると・・・
【4月】8日着任式・１学期始業式 9日入学式 11日新入生歓迎会

15・17日3年生全国学力・学習状況調査 16日部活初会合
１8日3年生修学旅行（沖縄方面） 23日第1回生徒会委員会

【5月】7日1年生非行防止教室
10日休日参観 緊急時引き渡し訓練

【6月】３日2年生華道体験 4日3年生薬物乱用防止教室
18日～定期考査Ⅰ 20日部活動激励会 2６日生徒総会

【7月】11日～三者懇談会 1８日1学期終業式
【8月】25日リーダー研修会 26日2学期始業式
【9月】10日～定期考査Ⅱ 1１日合唱練習開始
【10月】1日合唱コンクール 1６日体育祭

24日生徒会本部役員選挙
【11月】4日～2年生チャレンジ体験 19日～定期考査Ⅲ

26日オープンスクール
【12月】３日人権学習 ４日2年生喫煙防止教室

16日～三者懇談会 24日2学期終業式
【1月】 7日3学期始業式 15日～3年生定期考査Ⅳ

14日・15日 2年生・1年生百人一首大会
【2月】10日～京阪神私立高校入試 16日～公立前期選抜

18日１・2年生定期考査Ⅳ 26日1年生ジョイJOBLAND
そして、この後・・・
【3月】６日公立中期選抜 10日3年生を送る会

13日第4１回卒業証書授与式 19日令和7年度修了式

どのような一年だったでしょうか。年度当初から「あなたは、どう
なりたいか。」「何をするのか。」を問いかけてきました。人それぞれで
しょうが、なりたい自分に少しずつでも近づけているはずです。一人
一人が次のステージにむけて、自分の歩幅で、4月にはさらに一歩を踏
み出せるように準備してほしいと思います。

ご支援ありがとうございます
先日、生徒会本部とPTA本部の会議が

行われました。生徒会からは、スローガ
ンを含め各委員会の活動内容への理解・
協力依頼をし、それに対してPTAの方か
らは激励の言葉をいただきました。また、

常日頃、学校の花壇や周囲をボ
ランティアの皆様にお世話になっています。そし
て地域の皆様からは気になることをお教えくださ
る等生徒の様子を見守っていただいております。
いつもありがとうございます。今後ともどうぞよろし
くお願いします。

権
語

人
標
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目に見えないものほど・・・
私たちはふだん、テストの点数や持ち物など、「目に見えるも

の」ばかりを気にしがちです。しかし、人生において本当に価
値があるものは、実は目に見えないところにあるのかもしれま
せん。
サン＝テグジュペリの小説『星の王子さま』には、「心で見な

くちゃ、ものごとはよく見えない。かんじんなことは、目に見
えないんだ」という言葉があります。
この言葉は、先日開催されたミラノ・コルティナ冬季オリン

ピックに挑んだアスリートたちの姿にも重なります。私たちが
目にするのは、表彰台で輝く「メダル」という形ある結果です。
しかし、その裏側には、何年も積み重ねてきた「地道な努力」
や、逆境に負けない「不屈の精神」、そして支えてくれた人々へ
の「感謝」があります。それらはすべて目には見えませんが、
メダルの輝き以上に尊いものです。また、たとえば、友達への
「思いやり」や、何かに熱中する「情熱」、家族からもらう「愛
情」には、形も色もありません。しかし、それらがなければ私
たちの心はカサカサに乾いてしまいます。
目に見えるものはいつか形を変えますが、心の中に蓄えた強

さや優しさは、誰にも奪われない一生の宝物になります。皆さ
んには、数字や結果といった「見えるもの」に一喜一憂するだ
けでなく、その根っこにある「目に見えないもの」を、大切に
じっくりと育てていってほしいと願っています。
それと同時に目に見えないもの・形のないものは壊れやすい

一面もあります。人の心は手に取ることもできず、時には小さ
な言葉や仕草で深く傷つくこともあります。だからこそ、相手
を思いやるまなざしとゆっくり寄り添う姿勢、そして互いの心
を「想像する」ことを心がけたいものです。
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